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6月定例会の情報をお伝えします  発行／長野県飯綱町議会

飯綱町議会だよりは「水なし印刷」という環境に配慮したシステムで印刷
しています。温室効果ガス排出を減らす（ゼロカーボン社会の実現）と
同時に揮発性有機化合物（VOC）排出低減にも効果があります。用紙は
「グリーン購入法適合紙」を使用し、SDGs（持続可能な開発目標）の
実現に取り組んでいます。
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75号表紙説明
　今年も天候に恵まれ牟礼小５
のキャンプでカヌー体験が行わ
れました。海洋クラブの指導・
監視の中で進められ、湖面を自
由に行き来しました。



主
な
補
正
内
容
は
、
国
か
ら
の

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
に
よ
る
給
付

金
の
支
払
い
３
５
０
０
万
円
。

新
た
に
令
和
６
年
度
に
対
象
に

な
っ
た
住
民
税
均
等
割
非
課
税

世
帯
お
よ
び
住
民
税
均
等
割
の

み
課
税
世
帯
。

令
和
６
年
度
飯
綱
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
） 

―
可
決

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保

険
証
の
一
体
化
に
伴
う
シ
ス
テ

ム
改
修
と
し
て
１
５
１
万
円
増

額
し
、
12
億
１
５
２
７
万
円
と

す
る
。

１
リ
ッ
ト
ル
中
０
・
０
２
mg
以

下
。飯

綱
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例　
―
可
決

　
主
な
改
正
内
容
は
、
子
ど
も

の
数
に
対
し
て
職
員
の
数
を
増

や
す
方
向
に
改
正
。

補
正
予
算

令
和
６
年
度
飯
綱
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）  

 

―
可
決

　

６
０
５
８
万
円
を
増
額
し
、

87
億
３
０
５
８
万
円
と
す
る
。

飯
綱
町
指
定
介
護
予
防
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援

等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に

関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条

例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例

 

―
可
決

　
い
ず
れ
も
、
国
が
定
め
る
運

営
基
準
等
に
つ
い
て
、
広
範
な

変
更
が
あ
っ
た
。
今
後
も
厚
生

労
働
省
令
の
大
幅
な
改
正
が
随

時
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
規
定

方
法
を
整
理
し
、
形
式
を
簡
潔

な
も
の
に
し
、
速
や
か
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
実
現
す
る
た
め

の
も
の
。

飯
綱
町
特
定
環
境
保
全
公
共

下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例 

―
可
決

　
主
な
改
正
内
容
は
、
六
価
ク

ロ
ム
の
排
出
基
準
が
定
め
ら
れ
、

六
価
ク
ロ
ム
化
合
物
と
し
て
、

条
例
改
正

飯
綱
町
指
定
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
全
部
を
改

正
す
る
条
例 

―
可
決

飯
綱
町
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び

に
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予

防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
全
部
を
改
正
す

る
条
例 

―
可
決

飯
綱
町
指
定
居
宅
介
護
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る

条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条

例 

―
可
決

し尿投入施設工事の遅れし尿投入施設工事の遅れ
設計見積もりの概算に不備があり

予算補正を行ったため

　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
３
日
か
ら

　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
３
日
か
ら
2020
日
ま
で
の

日
ま
で
の
1818
日
間
の
日

日
間
の
日

程
で
開
催
さ
れ
た
。

程
で
開
催
さ
れ
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
の
改
正
が
６
件
、
補
正
予
算
が

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
の
改
正
が
６
件
、
補
正
予
算
が

３
件
の
計
９
件
。

３
件
の
計
９
件
。

　
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。
陳
情
は
２
件
で
、

　
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。
陳
情
は
２
件
で
、
11
件
採
件
採

択
さ
れ
た
。
発
議
は
２
件
、
と
も
に
可
決
さ
れ
た
。

択
さ
れ
た
。
発
議
は
２
件
、
と
も
に
可
決
さ
れ
た
。

クロムには、金属と三価のクロム化合物、六
価のクロム化合物とがある。このうち六価
のクロム化合物は、自然界にほとんど存在し
ない。人為的に生成されたものがほとんど
である。非常に酸化力が強いことから、皮膚
疾患の原因となる。また、国際がん研究機
関は、六価クロムをグループ１（人に対して
発がん性をもつ）に指定している。

第 75 号（2）

定
例
会



令
和
６
年
度
飯
綱
町
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
） 

―
可
決

　
信
濃
町
と
共
同
運
用
し
て
い

る
し
尿
処
理
施
設
が
老
朽
化
の

た
め
、
令
和
８
年
２
月
で
運
用

終
了
と
な
る
。
こ
れ
に
伴
い
、

新
た
に
し
尿
投
入
施
設
を
町
内

の
既
存
の
下
水
処
理
施
設
内
に

新
設
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
し
尿
投
入
施
設
工
事
の
設
計

額
に
不
備
が
生
じ
、
工
事
発
注

の
遅
れ
に
よ
り
本
年
度
分
の
工

事
が
減
工
と
な
る
た
め
、
R
６

年
の
資
本
的
支
出
を
２
億
１
８

２
７
万
円
減
額
し
、
７
億
８
８

１
３
万
円
と
す
る
。
ま
た
、
債

務
負
担
行
為
の
限
度
額
を
１
億

７
０
０
０
万
円
増
額
し
、
８
億

７
０
０
０
万
円
と
す
る
。

　
公
共
下
水
道
管
路
施
設
工
事

の
発
注
を
単
年
度
発
注
に
し
た

た
め
、
債
務
負
担
行
為
の
限
度

額
５
億
円
を
廃
止
す
る
。

第
74
号
4
ペ
ー
ジ
の「
後

期
高
齢
者
医
療
事
業
」の

文
章
お
よ
び
図
に
お
い
て
、

「
⾧
野
広
域
連
合
老
人
福

祉
」と
あ
る
と
こ
ろ
を「
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
」に
訂
正
し
ま
す
。

訂
正

A  

効
率
的
に
訪
問
で
き
る
高

齢
者
の
集
合
住
宅
や
、
大
都
市

の
大
手
事
業
所
が
平
均
値
を
上

げ
て
い
る
と
考
え
る
。
中
山
間

地
域
で
は
、
移
動
に
時
間
が
か

か
り
、
効
率
が
悪
い
点
が
反
映

さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
。

※ 

可
否
同
数
と
な
り
、
委
員
長

裁
決
で
採
択
と
し
た
。

年
金
制
度
に
お
け
る
外
国
人

へ
の
脱
退
一
時
金
の
是
正
を

求
め
る
意
見
書
の
採
択
を
求

め
る
陳
情 

―
不
採
択

陳
情
者 

小
坪 

慎
也

　
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
保
険

の
被
保
険
者
で
日
本
国
籍
を
有

し
な
い
人
が
、
出
国
す
る
際
に

脱
退
一
時
金
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
年
金
受
給
す
る
た

め
に
は
、
最
低
10
年
間
の
加
入

期
間
が
必
要
で
、
再
入
国
後
生

活
が
困
窮
し
た
時
に
生
活
保
護

の
支
給
対
象
に
な
る
た
め
、
国

に
制
度
の
是
正
を
求
め
て
い
る
。

反
対
討
論

 

樋
口 

功

　
陳
情
の
内
容
は
、
厚
労
省

審
議
会
に
お
い
て
議
論
が
開

始
さ
れ
、
検
討
を
続
け
て
い

く
と
さ
れ
て
お
り
、
あ
え
て

た
。
町
民
の
生
活
を
守
る
た

め
採
択
す
べ
き
だ
。

委
員
会
で
の
審
査
内
容

説
明
者　

 

長
野
地
区
社
会
保
障

推
進
協
議
会　

 

事
務
局
長　
大
西 

英
之
氏

Q  

実
現
に
は
、
国
費
の
投
入

か
介
護
保
険
料
を
引
き
上
げ
し

な
い
と
叶
わ
な
い
。

　
財
源
は
、
ど
う
す
る
か
。

A  

国
は
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ

に
予
算
を
使
っ
て
ほ
し
い
。

Q  

他
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

益
率
が
２
・
４
％
に
対
し
、
訪

問
介
護
は
７
・
８
％
で
あ
り
、

そ
の
是
正
の
た
め
引
き
下
げ
た

と
理
解
す
る
。
そ
の
点
は
ど
う

か
。

陳　
情

訪
問
介
護
報
酬	

	
	

引
き
上
げ
を

訪
問
介
護
費
の
引
き
下
げ
撤

回
と
、
介
護
報
酬
引
き
上
げ

の
再
改
定
を
早
急
に
行
う
こ

と
を
求
め
る
陳
情
書 

―
採
択

陳
情
者　

 

長
野
地
区
社
会
保
障

推
進
協
議
会

 

会
長　
菅
田 

敏
夫

　
訪
問
介
護
報
酬
が
、
こ
の
４

月
か
ら
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
小

規
模
・
零
細
事
業
所
が
経
営
難

に
陥
り
、
在
宅
介
護
の
基
盤
が

壊
滅
的
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。

訪
問
介
護
費
の
引
き
下
げ
撤
回

と
、
介
護
報
酬
引
き
上
げ
の
再

改
定
を
早
急
に
行
う
こ
と
を
求

め
る
。

賛
成
討
論

 
伊
藤 

ま
ゆ
み

　
訪
問
介
護
費
の
引
き
下
げ

撤
回
と
介
護
報
酬
引
き
上
げ

再
改
定
を
求
め
る
運
動
が
広

が
り
、
衆
院
厚
労
委
員
会
で

「
介
護
障
害
福
祉
事
業
所
の

処
遇
改
善
に
関
す
る
決
議
」

が
、
全
会
一
致
で
議
決
さ
れ

▲�奥の白い建物は、クリーン飯綱（牟礼駅東側奥）。
敷地の奥から牟礼駅方向を見たところ

し尿投入施設建設予定地

▶�

訪
問
し
、サ
ー
ビ
ス
内
容
を
確
認

（3）長野県　飯綱町議会だより

定
例
会



令和6年度　6月定例会　議案に対する各議員の賛否結果　（〇賛成 ●反対）

議　　案　　名 表決
結果

議案第37号
飯綱町指定地域密着型サービスの事業の
人員、設備及び運営に関する基準を定める
条例の全部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第38号

飯綱町指定地域密着型介護予防サービス
の事業の人員、設備及び運営並びに指定
地域密着型介護予防サービスに係る介護
予防のための効果的な支援の方法に関する
基準を定める条例の全部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第39号

飯綱町指定介護予防支援等の事業の人員
及び運営並びに指定介護予防支援等に係
る介護予防のための効果的な支援の方法
に関する基準等を定める条例の全部を改正
する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第40号
飯綱町指定居宅介護支援等の事業の人員
及び運営に関する基準等を定める条例の全
部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第41号 飯綱町特定環境保全公共下水道条例の一
部を改正する条例 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第42号
飯綱町家庭的保育事業等の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例

可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第43号 令和６年度飯綱町一般会計補正予算（第１
号） 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

陳情第１号 年金制度における外国人への脱退一時金
の是正を求める意見書の採択を求める陳情 不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● －

陳情第９号
訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報酬引
き上げの再改定を早急に行うことを求める陳
情書

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● －

議案第44号 令和６年度飯綱町国民健康保険事業特別
会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ －

議案第45号 令和６年度飯綱町下水道事業会計補正予
算（第１号） 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

発議第４号
訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報酬引
き上げの再改定を早急に行うことを求める意
見書案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● －

発議第５号

発議第５号「自治体を「国の下部組織へ変
容させる」ことにつながる「地方自治法の一
部改正する法律案」の廃案を求める意見書
案」

可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ －

 

（
議
長
）

青
山
　
弘

原
田
幸
長

伊
藤
ま
ゆ
み

大
川
憲
明

清
水
　
滿

石
川
信
雄

目
須
田
修

風
間
行
男

樋
口
　
功

中
島
和
子

渡
邉
千
賀
雄

瀧
野
良
枝

小
林
文
廣

中
井
寿
一

三
ツ
井
忠
義

（
当
議
会
が
）
意
見
書
を
提
出

す
る
必
要
性
は
な
い
。
よ
っ

て
、
こ
の
陳
情
に
反
対
す
る
。

発　
議

自
治
体
を
「
国
の
下
部
組
織

へ
変
容
さ
せ
る
」
こ
と
に
つ

な
が
る
「
地
方
自
治
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
の

廃
案
を
求
め
る
意
見
書

 

―
可
決

発
議
者 

渡
邉 

千
賀
雄

地
方
自
治
法
の	

	
	

一
部
改
正
案
の
撤
廃
を

　
法
案
は
、
国
の
指
示
権
の
拡

大
、
恣
意
的
運
用
の
恐
れ
、
及

び
地
方
公
共
団
体
の
自
主
性
を

損
ね
る
懸
念
が
あ
り
、
廃
案
を

求
め
る
。

Q  

町
議
会
の
議
決
は
最
終
日

の
６
月
20
日
だ
が
、
19
日
に
国

会
で
可
決
さ
れ
て
お
り
、
廃
案

の
意
見
書
提
出
は
ど
う
な
の
か
。

A  

議
会
へ
の
発
議
の
提
出
は

14
日
で
あ
り
、
地
方
自
治
に
携

わ
る
我
々
に
と
っ
て
看
過
で
き

な
い
内
容
で
あ
る
。
国
会
で
議

決
さ
れ
た
と
し
て
も
今
後
に
生

き
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
た
め

意
見
書
を
提
出
す
べ
き
だ
。
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宮本 永人さん
（普光寺）

初
め
て
議
会
を
傍
聴
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

３
名
の
議
員
の
発
言
質
問

事
項
を
お
聞
き
し
ま
し
た

が
、
全
員
の
発
言
を
聞
き

た
い
と
率
直
に
思
い
ま
し

た
。住

み
や
す
い
飯
綱
町
を

構
築
す
る
た
め
に
は
人
口

問
題
、
イ
ン
フ
ラ
、
店
舗

の
拡
充
な
ど
多
く
の
改
善

事
案
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
解
決
す
る
に
は
町
の
皆

さ
ん
が
自
分
の
事
と
意
識

を
持
ち
、
町
民
の
代
弁
者

で
あ
る
議
員
の
生
の
発
言

提
案
を
聞
き
、
そ
れ
に
対

す
る
町
行
政
の
答
弁
を
注

視
す
る
こ
と
は
大
事
な
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
に
有
意
義
な
空

気
を
直
接
体
験
で
き
る
傍

聴
席
な
の
に
、
用
意
さ
れ

た
20
席
以
上
の
席
に
対
し

傍
聴
者
は
わ
ず
か
４
名
！

町
民
の
皆
さ
ん
、
飯
綱

町
の
活
性
化
を
阻
む
の
は

無
関
心
な
の
で
は
。
今
後

傍
聴
席
が
増
え
て
来
年
の

改
選
に
向
け
て
活
気
づ
く

こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

議会にもっと関心を

三ツ井 忠義   6ページ
  ·    飯綱町の道路整備を

石川 信雄   7ページ
  ·    地域運営組織（ＲＭＯ）を
  ·    出生数とクラス編成は

渡邉 千賀雄   8ページ
  ·    現在の健康保険証の存続を
  ·    町民会館の図書室の充実を
  ·     日本一のりんごの町へ向けた生産拡充
の推進を

  ·    水道事業の広域化は
  ·     飯綱町が「消滅の可能性がある自治体」
と報道されたが

中井 寿一   9ページ
  ·    過疎対策事業債の使途は

風間 行男   10ページ
  ·    減反政策は
  ·    耕作放棄地の対策を

樋口 功   11ページ
  ·    飯綱町水道整備事業は
 
伊藤 まゆみ   12ページ
  ·    カスタマーハラスメントへの対応は
  ·    子ども達の医療費の完全窓口無料化を

一般質問  社会資本・産業・福祉について質した

•�一般質問は、議員が町の行政全般にわたり、執行機関に疑問点を質し、所信の表明を求
めるものです。
•�一般質問の詳細については、ホームページ、議事録でご覧になれます。
•�一般質問の原稿は各議員が責任をもって編集しています。
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三
ツ
井　
⑴
牟
礼
駅
入
口
交
差

点
の
信
号
機
か
ら
、
普
光
寺
の

塩
ノ
入
交
差
点
の
信
号
機
ま
で

の
白
線
が
消
え
て
い
る
の
で
、

左
右
、
真
ん
中
の
各
線
を
引
い

て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
塩
ノ

入
交
差
点
に
押
し
ボ
タ
ン
を
設

置
し
て
も
ら
い
た
い
。

町
長  

公
安
委
員
会
に
。

三
ツ
井　
飯
綱
町
の
役
場
の
人
、

⑴
⑵
番
を
検
討
（
白
線
）
し
て

も
ら
い
た
い
。
⑵
深
沢
の
信
号

機
か
ら
、
倉
井
新
道
交
差
点
ま

で
、
白
線
が
消
え
て
い
る
。
左

右
、
真
ん
中
の
所
、
線
を
引
い

て
も
ら
い
た
い
。
押
し
ボ
タ
ン

を
設
置
。
⑶
牟
礼
駅
か
ら
、
福

井
団
地
ま
で
、
白
線
が
消
え
て

い
る
の
で
引
い
て
も
ら
い
た
い
。

町
長　
こ
れ
は
町
長
が
、
町
道

な
の
で
白
線
引
い
て
く
れ
る
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。

三
ツ
井　
⑷
上
赤
塩
交
差
点
の

信
号
機
、
馬
場
か
ら
、
豊
野
町

大
倉
ト
ン
ネ
ル
の
中
も
、
左
右

も
真
ん
中
も
白
線
。
馬
場
の
信

号
機
も
、
押
し
ボ
タ
ン
設
置
。

⑸
牟
礼
本
町
ガ
ー
ド
下
か
ら
、

飯
綱
病
院
場
所
ま
で
、
白
線
が

消
え
て
い
る
の
で
引
い
て
も
ら

い
た
い
。

建
設
水
道
課
長　
こ
の
道
路
は

県
道
並
び
町
道
Ｋ
１
‒
３
号
線

が
接
続
す
る
路
線
で
す
。

⑹
東
原
、
大
久
保
線
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
の
中
の
一
ツ
家
か
ら
、
川

谷
、
風
坂
へ
行
く
所
、
北
信
五

岳
道
路
、
広
域
農
道
出
る
所
ま

で
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
し
て

も
ら
い
た
い
。

町
長　
風
坂
の
組
長
に
。

飯綱町の道路整備を
町長    町道は責任を持って   
  管理する 三ツ井 忠義議員

▲�風坂 ▲�牟礼駅から福井団地

※
　

正
し
く
は
、
議
事
録
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　
議
会
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
に
て
、
Ｙ

Ｏ
Ｕ 

Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。
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地
域
運
営
組
織	

	

（
Ｒ
Ｍ
Ｏ
）
に
つ
い
て

石
川　
前
回
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

の
件
に
触
れ
た
質
問
を
し
た
。

集
落
の
単
位
に
つ
い
て
も
前
々

か
ら
住
民
協
議
会
の
よ
う
な
も

の
の
設
置
を
し
て
は
と
提
案
も

し
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況

は
。

町
長　
今
年
度
の
区
長
組
長
の

代
表
者
会
議
で
、
将
来
に
わ
た

っ
て
維
持
継
続
で
き
る
よ
う
な

自
治
会
の
在
り
方
活
動
は
ど
う

だ
ろ
う
と
、
そ

こ
ら
辺
を
模
索

し
よ
う
じ
ゃ
な

い
か
と
そ
ん
な

意
味
で
、
ア

ン
ケ
ー
ト
の
調

査
を
実
施
し
た
。

そ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
基
に
検
討

を
し
て
み
た
い
。

石
川　
先
日
の

報
道
で
、
飯
綱

町
も
消
滅
可
能

性
自
治
体
と
し

て
発
表
さ
れ
た

が
、
町
長
の
見

解
は
。
そ
れ
に

対
す
る
重
要
施

策
を
何
に
置
い

て
い
る
か
。

町
長　
活
性
化

策
を
一
つ
ず
つ

積
み
重
ね
て
い

く
こ
と
に
よ
っ

て
、
結
果
的
に

人
口
が
少
し
ず

一
つ
の
大
き
な
収
益
事
業
と
か

そ
う
い
う
も
の
に
結
び
つ
い
て

こ
な
い
と
や
っ
ぱ
り
面
白
く
な

い
と
。
成
果
が
出
て
こ
な
い
と
、

価
値
が
な
い
な
っ
て
い
う
の
は

最
近
感
じ
て
き
て
お
る
の
で
、

そ
こ
ら
辺
を
大
い
に
重
視
し
て

こ
れ
か
ら
も
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

つ
増
え
て
い
け
ば
と
。
減
り
方

に
お
い
て
も
微
減
の
世
界
に
入

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

石
川　
民
間
や
大
学
、
い
わ
ゆ

る
産
官
学
連
携
の
現
状
は
。
価

値
共
創
と
い
っ
た
社
会
資
本
の

新
機
軸
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

町
長　
産
官
学
だ
け
が
集
ま
っ

て
や
っ
た
か
ら
そ
こ
で
満
足
で

は
な
く
て
、
そ
の
結
果
と
し
て

新しい集落の在り方を
町長    住民の声を基に進める

石川 信雄

※イメージ図及び資料とも農林水産省ホームページより引用
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現
在
の
国
民
健
康
保
険

証
の
存
続
を

渡
邉　
国
民
皆
保
険
制
度
が
崩

れ
る
現
行
の
保
険
証
の
廃
止
を

延
期
す
る
考
え
は
な
い
か
。

住
民
環
境
課
長　
12
月
２
日
か

ら
現
行
の
保
険
証
を
廃
止
す
る

と
し
た
国
の
方
針
に
沿
っ
て
対

応
し
て
い
く
。

渡
邉　
当
面
、
現
行
の
保
険
証

を
残
し
使
え
る
よ
う
に
し
つ
つ
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
使
い
た
い
人

は
、
使
え
る
よ
う
に
し
て
い
く

べ
き
だ
。

町
長　
国
が
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
へ

の
国
民
の
不
信
感
を
払
し
ょ
く

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

図
書
館
・
図
書
室
の
充

実
を

渡
邉　
現
在
、
町
民
会
館
の
図

書
室
の
改
修
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
施
設
、
資
料
及
び
電
子
情

報
提
供
な
ど
、
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
れ
な
い
か
。

教
育
次
長　
公
民
館
図
書
室
と

い
う
こ
と
で
、
要
望
意
見
を
参

考
に
利
用
頻
度
の
向
上

を
図
っ
て
い
く
。

渡
邉　
司
書
等
配
置
の

考
え
は
。

教
育
長　
図
書
室
の
規

模
か
ら
し
て
難
し
い
。

図
書
環
境
を
整
え
る
よ

う
今
後
も
努
め
て
い
く
。

「
日
本
一
の
り
ん

ご
の
町
へ
」
向

け
た
生
産
を

渡
邉　
わ
が
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
。
そ

し
て
儲
か
る
農
業
を
め

ざ
し
て
の
リ
ン
ゴ
生
産

だ
。
ふ
る
さ
と
納
税
も

好
調
で
引
き
つ
づ
き
増

収
傾
向
と
思
わ
れ
、
今

に
当
町
も
加
入
し
て
い
る
。
水

道
事
業
の
民
間
委
託
の
考
え
は

な
い
。

「
消
滅
の
可
能
性
が
あ

る
」
と
報
道
さ
れ
た
が

渡
邉  

飯
綱
町
と
し
て
の
対
応

は
。

町
長　
記
事
に
よ
っ
て
右
往
左

往
す
る
と
い
う
よ
う
な
考
え
は

全
く
な
い
。
人
口
増
対
策
を
地

道
に
や
っ
て
い
く
。

後
は
主
要
返
礼
品
の
り

ん
ご
の
量
と
質
の
確
保

が
重
要
な
課
題
だ
。

　
り
ん
ご
を
奨
励
作
物

に
加
え
て
生
産
の
維
持

向
上
を
図
る
こ
と
は
。

町
長　
一
時
期
、
旧
三

水
村
が
、
国
内
総
生
産

で
１
０
０
万
ト
ン
の
１

％
を
生
産
し
た
時
が
あ

っ
た
。
去
年
の
国
内
生

産
量
は
60
万
ト
ン
を
割

っ
た
と
い
う
報
道
も
あ

る
。
奨
励
作
物
に
今
は

考
え
て
い
な
い
。

渡
邉　
ふ
る
さ
と
納
税

の
寄
付
金
を
り
ん
ご
生

産
支
援
に
充
当
す
る
こ

と
は
。

町
長　
県
下
４
番
目
の

ふ
る
さ
と
納
税
金
。
３
億
円
は

町
長
に
お
任
せ
額
だ
。

　
現
在
、
農
業
に
対
す
る
支
援

に
手
厚
く
取
り
組
ん
で
い
る
。

水
道
事
業
の
広
域
化
へ

の
対
応
は

渡
邉　
隣
の
長
野
市
等
で
は
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ

が
当
町
で
は
。

町
長　
外
注
業
務
、
薬
品
の
共

同
購
入
な
ど
で
、
長
野
、
上
田
、

千
曲
、
坂
城
、
企
業
局
の
協
議

現在の健康保険証の存続を
町長    国の方針で12月２日廃止

渡邉 千賀雄議員

▲�今年のりんごの量と質は。収穫用に積まれたコンテナ

▲��「山本太郎（詩人）文庫」も有効利用を。りんごパークセン
ター内
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低
い
財
政
力
指
数
は

中
井  

過
疎
地
域
の
持
続
的
発

展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置

法
に
基
づ
く
過
疎
対
策
事
業
債

の
条
件
は
、
人
口
減
少
率
が
大

き
い
こ
と
、
且
つ
、
財
政
力
指

数
が
全
国
市
町
村
の
平
均
よ
り

低
い
こ
と
で
あ
る
。
人
口
減
少

率
は
多
く
の
市
町
村
が
該
当
す

る
。
全
国
市
町
村
の
財
政
力
指

数
の
平
均
は
、
０
・
51
。
全
国

の
村
の
平
均
（
０
・
29
）
よ
り

低
い
町
の
財
政
力
指
数
（
０
・

26
）
に
つ
い
て
、
町
長
は
、
ど

う
考
え
る
か
。

町
長  

税
収
が
少
な
い
こ
と
が

原
因
。
税
収
の
多
く
が
給
与
所

得
者
で
80
％
、
あ
と
は
年
金
生

活
者
、
営
業
収
入
と
続
き
、
農

業
収
入
か
ら
は
２
%
し
か
な
い
。

農
業
か
ら
の
税
収
が
上
が
れ
ば

い
い
と
思
う
。

過
疎
債
の
意
義
は

中
井  

過
疎
債
の
意
義
を
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

町
長  

持
続
的
発
展
計
画
に
従

い
過
疎
債
を
使
っ
て
い
る
。

中
井  

今
年
予
算
で
は
過
疎
債

約
３
億
３
千
万
円
の
内
、
約
半

分
が
過
疎
対
策
と
関
係
な
い
と

思
わ
れ
る
が
。

町
長  

８
千
７
７
０
万
円
は
、

住
宅
建
設
で
あ
る
。
過
疎
債
は

何
に
で
も
使
え
る
。

「
自
立
」
を		
	

	

ど
う
考
え
る
か

中
井  

特
別
措
置
法
に
は
、
確

か
に
何
に
で
も
使
え
る
と
書
い

て
あ
る
。
た
だ
し
、
特
別
措
置

法
や
過
疎
債
に
は
、
有
効
期
限

が
あ
る
。
今
の
町
を
例
え
る
と
、

過
疎
と
い
う
病
で
入
院
し
、
栄

養
剤
を
貰
っ
て
い
る
患
者
で
あ

る
。
栄
養
剤
が
な
く
な
れ
ば
死

ん
で
し
ま
う
。
患
者

に
必
要
な
の
は
、
過

疎
と
い
う
病
を
治
す

薬
で
は
な
い
か
。

　
先
日
、
公
表
さ
れ

た
消
滅
可
能
性
の
あ

る
地
方
公
共
団
体
に
、

飯
綱
町
は
含
ま
れ
て

い
る
。
特
別
措
置
法

の
前
文
に
「
こ
れ
ら

の
地
域
の
自
立
に
向

け
て
」
と
あ
る
。
最

終
目
標
は
過
疎
脱
却

で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
財
政
力
指
数

を
上
げ
る
か
、
人
口

減
を
止
め
る
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
ど
う

軒
数
は
。

町
長  

毎
年
、
新
築
の
住
宅
を

造
る
と
福
祉
行
政
が
で
き
な
く

な
る
。
過
疎
債
の
ハ
ー
ド
事
業

分
全
額
を
充
て
て
も
毎
年
４
軒

し
か
建
て
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら

補
助
金
を
出
し
て
民
間
業
者
に

建
て
て
も
ら
い
た
い
。

中
井　
社
会
増
を
プ
ラ
ス
55
人

に
す
る
に
は
、
毎
年
４
棟
で
も

足
り
な
い
。
プ
ラ
ス
55
人
に
す

る
た
め
の
対
策
は
あ
る
か
。

町
長  

町
全
体
の
魅
力
を
上
げ

て
、
転
出
者
を
抑
え
る
。

考
え
る
か
。

町
長  

若
者
定
住
住
宅
の
建
設

費
用
に
一
番
お
金
を
使
っ
て
い

る
。持

続
的
発
展
計
画
の	

	
	

達
成
は

中
井  

持
続
的
発
展
計
画
に
は
、

「
圧
倒
的
に
居
住
物
件
が
不
足
」

と
あ
る
。
ま
た
、
社
会
増
の
目

標
は
プ
ラ
ス
55
人
で
あ
る
。
近

年
の
実
績
は
、
ほ
ぼ
マ
イ
ナ
ス

14
人
か
ら
マ
イ
ナ
ス
69
人
で
あ

る
。
目
標
達
成
に
必
要
な
住
宅

過疎債の使い途は
町長    住宅建設のみに       

  使うことはできない 中井 寿一議員

◀�過疎地域の持続的発展の
支援に関する特別措置法
へのリンク

栄
養
剤過疎の病
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風
間　
持
続
可
能
な
農
業
経
営

の
た
め
の
町
独
自
の
支
援
策
は
。

減
反
政
策
の
中
で
は
多
収
で
な

い
米
の
補
助
金
が
下
げ
ら
れ
た

減
反
政
策
に
も
影
響
が
出
て
き

て
い
る
。
そ
の
対
策
は
。

町
長　
60
キ
ロ
１
０
０
０
円
予

算
化
し
支
援
し
て
き
た
。
飯
綱

産
酒
米
を
主
原
料
に
し
た
酒
を

国
外
に
販
売
、
有
機
米
を
学
校

給
食
に
１
０
０
％
使
用
し
厚
く

支
援
し
て
推
奨
し
て
い
き
た
い
。

米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
Ｐ
Ｒ
を
一

層
進
め
た
い
。

産
業
観
光
課
長　
米
の
ブ
ラ
ン

ド
化
と
し
て
公
社
の
催
事
で
Ｐ

Ｒ
、
食
味
計
に
よ
り
可
視
化
し

全
国
米
の
コ
ン
ク
ー
ル
参
加
費

用
の
支
援
を
し
て
い
く
。

風
間　
減
反
生
産
米
で
米
粉
の

生
産
を
考
え
て
は
。

町
長　
米
粉
の
グ
ル
テ
ン
フ
リ

ー
の
考
え
方
が
見
直
さ
れ
、
使

用
量
が
増
え
て
き
て
い
る
。
ス

キ
ル
の
上
が
っ
た
機
械
を
考
え

て
い
る
。

風
間　
米
を
使

用
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
を
造
り
、

販
売
し
て
は
ど

う
か
。

町
長　
シ
ー
ド

ル
も
大
き
な
位

置
付
け
に
な
っ

て
い
る
。
取
り

組
ん
で
く
れ
る

農
家
と
醸
造
所

を
町
が
ど
う

支
援
す
る
の
か
。

県
の
活
性
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
で
米
の
多

目
的
利
用
も
取

り
組
ん
で
く
れ

れ
ば
。

風
間　
母
親
グ
ル
ー
プ
が
中
心

に
な
っ
て
親
子
連
れ
を
募
集
し
、

種
蒔
き
か
ら
草
取
り
、
収
穫
し

学
校
給
食
に
使
う
こ
と
で
自
然

栽
培
の
理
解
が
深
ま
る
と
思
う

が
。

町
長　
耕
作
地
に
お
い
て
も
ア

グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
し
て
の
取

組
は
良
い
こ
と
だ
。
農
業
に
よ

っ
て
精
神
的
な
落
ち
着
き
、
作

物
の
成
長
を
見
る
こ
と
は
人
の

成
長
に
も
大
変
良
い
こ
と
。
進

め
た
い
と
思
う
。

風
間　
農
家

と
住
民
が
一

体
と
な
り
、

耕
作
放
棄
地

を
分
担
し
農

地
再
生
す
る

取
組
は
。

町
長　
理
想

的
な
ス
タ
イ

ル
だ
が
、
３

年
耕
作
し
て

い
な
け
れ
ば

有
機
栽
培
が

可
能
だ
が
、

整
備
に
大
き

な
お
金
が
か

か
る
。
実
際

に
何
を
す
る

か
は
難
し
い
。

持
ち
帰
っ
て
考
え
た
い
。

風
間　
あ
る
町
で
は
町
職
員
が

半
日
参
加
し
て
耕
作
放
棄
地
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

町
長　
農
家
と
の
触
れ
合
い
も

面
白
い
。
地
域
計
画
を
作
る
一

筆
ご
と
ど
う
す
る
の
か
決
め
る

と
き
職
員
に
呼
び
掛
け
て
い
く
。

生
産
者
と
消
費
者
の
区

別
の
な
い
「
一
体
化
」

で
共
に
作
り
、
共
に
食

べ
る
仕
組
み
づ
く
り
は

持続可能な農業経営、     
  町独自の支援は
町長    生産米60キロ当たり 

  1000円を支援してきた

▲�特別栽培水田

▲�耕作放棄地

風間 行男議員
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上
水
道
整
備
事
業
の	

	

主
な
内
容
は

樋
口  

町
は
牟
礼
水
道
事
業
と

三
水
水
道
事
業
を
統
合
し
、
４

月
１
日
か
ら
飯
綱
町
水
道
事
業

と
し
て
上
水
道
事
業
経
営
を
進

め
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
主
な

整
備
事
業
の
内
容
は
。

建
設
水
道
課
長  

表
「
上
水
道

事
業
基
本
計
画
に
お
け
る
主
な

整
備
事
業
」
の
と
お
り
。

か
ら
の
料
金
で
回
収
す
る
こ
と
。

水
道
普
及
率
が
99
％
で
あ
る
こ

と
や
、
今
後
、
人
口
減
少
が
進

む
こ
と
で
収
益
増
は
見
込
め
な

い
。
有
収
率
を
上
げ
る
必
要
は

あ
る
が
、
大
幅
な
経
費
削
減
が

見
込
め
な
い
。
今
回
の
水
道
事

業
計
画
も
見
据
え
、
水
道
料
金

の
値
上
げ
を
検
討
す
る
時
期
で

は
な
い
か
。

町
長  

整
備
事
業
を
確
実
に
実

施
し
、
後
の
水
道
事
業
が
円
滑

に
進
め
ら
れ
る
対
策
を
講
ず
る

必
要
が
あ
る
。
水
道
料
金
の
改

定
も
含
め
、
水
道
事
業
運
営
審

議
会
に
諮
問
し
、
住
民
か
ら
理

解
を
得
た
い
。

新
水
道
事
業
へ
の
町
長

の
思
い
は

樋
口  

合
併
以
来
、
課
題
だ
っ

た
水
道
問
題
が
解
決
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
思
い
は
。

町
長  

生
活
上
、
絶
対
必
要
な

も
の
を
整
備
す
る
こ
と
が
行
政

の
責
務
と
考
え
て
き
た
が
、
芋

川
地
籍
土
橋
に
井
戸
水
が
確
保

で
き
、
水
道
事
業
計
画
を
進
め

る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
後
も
真

剣
に
努
力
す
る
。

※ 

事
業
計
画
は
、
水
道
事
業
経

営
戦
略
に
よ
り
町
か
ら
周
知

さ
れ
る
予
定
で
す
。

漏
水
調
査
の
実
証
実
験
や
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
老
朽
管
分
析
を
検

討
し
て
い
く
。

樋
口  

国
は
２
０
２
８
年
度
末

の
耐
震
化
率
を
60
％
以
上
と
し

た
が
、
町
の
現
状
と
今
後
の
対

応
は
。

建
設
水
道
課
長  

町
の
耐
震
化

率
は
約
30
％
。
今
後
も
耐
震
管

を
布
設
し
て
い
く
。

今
後
の
水
道
事
業
経
営

	

の
課
題
と
対
策
は

樋
口  

令
和
５
年
度
町
水
道
事

業
の
業
務
状
況
は
。

建
設
水
道
課
長  

純
利
益
は
３

３
２
７
万
円
だ
が
、
町
負
担
金

等
が
６
２
５
１
万
円
あ
り
、
差

し
引
く
と
純
損
失
２
９
２
３
万

円
と
な
る
。

樋
口  

町
は
合
併
以
来
、
今
日

ま
で
消
費
税
分
を
除
い
て
水
道

料
金
を
上
げ
て
い
な
い
が
、
水

道
料
金
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

建
設
水
道
課
長  

１
ヶ
月
当
た

り
10
㎥
の
水
道
料
金
は
、
全
国

平
均
１
５
９
７
円
、
県
平
均
１

５
９
１
円
で
、
当
町
は
１
３
７

５
円
。
長
野
地
域
振
興
局
管
内

９
市
町
村
で
は
一
番
安
い
。

樋
口  

公
営
企
業
会
計
の
目
的

の
一
つ
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
、
そ
の
費
用
は
受
益
者

三
水
地
区
の
土
橋
水
源

	

拡
大
整
備
事
業
は

建
設
水
道
課
長  

水
源
を
鳥
居

川
か
ら
新
た
に
掘
削
し
た
芋
川

地
籍
土
橋
の
地
下
水
に
切
り
替

え
る
た
め
、
取
水
施
設
建
設
工

事
等
を
行
う
。

三
水
地
区
で
新
水
道
水

が
飲
め
る
の
は
い
つ
か

建
設
水
道
課
長 

令
和
９
年
度

に
は
全
世
帯
で
飲
め
る
よ
う
に

し
た
い
。

牟
礼
地
区
を
中
心
と
し

た
水
道
施
設
、
管
路
の

老
朽
化
対
策
及
び
耐
久

化
事
業
は

樋
口  

耐
用
年
数
（
40
年
）
を

超
え
た
水
道
管
を
老
朽
化
し
た

も
の
と
し
て
お
り
、
そ
の
割
合

は
全
国
平
均
22
・
１
％
で
あ
る

が
、
町
の
状
況
と
対
策
は
。

建
設
水
道
課
長  

牟
礼
地
区
が

52
・
07
％
、
三
水
地
区
が
３
・

８
％
。
人
工
衛
星
を
利
用
し
た

水源を鳥居川から地下水へ

三水地区で新水道水が      
  飲めるのはいつか
建設水道課長    令和９年度中を予定

上
水
道
事
業
基
本
計
画
に
お
け
る
主
な
整
備
事
業

① 

令
和
６
年
～
20
年
の
15
年
間
の
計
画
で
整
備
総
工
事
費
40
億
４

千
万
円

②
５
年
ご
と
に
短
期・中
期
長
期
に
分
け
て
整
備

　
短　
期　
三
水
地
区
の
土
橋
水
源
系
拡
大
事
業

　
　
　
　
　
柿
原
地
区
区
域
拡
張
管
路
整
備
事
業

　
中
長
期　
牟
礼
地
区
配
水
池
統
廃
合
事
業

　
　
　
　
　
第
１
系・福
井
系
送
配
水
管
再
構
築
事
業

樋口 功議員

▲�新たな水源の芋川地籍土橋付近
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伊
藤　
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

従
業
員
の
相
談
に
対
応
す
る
仕

組
み
づ
く
り
を
企
業
に
義
務
付

け
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
、

厚
生
労
働
省
が
検
討
を
進
め
て

い
る
。
行
政
に
対
し
て
行
わ
れ

る
こ
と
も
増
え
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。

　
当
町
に
お
け
る
現
状
を
把
握

し
て
い
る
か
。

副
町
長　
窓
口
で
対
応
に
苦
慮

し
た
こ
と
は
、
何
回
か
あ
る
。

　
セ
ク
ハ
ラ
、
妊
娠
・
出
産
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど

の
は
っ
き
り
し
た
線
引
き
が
難

し
い
。

伊
藤　
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
対
応
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル

等
は
あ
る
か
。

副
町
長　
町
と
し
て
の
も
の
は

な
い
。
国
が
企
業
向
け
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
公
表
し
て
い
る
。

　
職
員
の
名
札
へ
の
配
慮
と
し

て
、
６
月
３
日
か
ら
名
字
の
み

に
変
更
し
た
。

伊
藤　
職
員
の
心
と
身
体
の
健

康
を
守
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
ど
ん
な
フ
ォ

ロ
ー
を
し
て
い
る
か
。

副
町
長　
ひ
ど
い
ク
レ
ー
ム
対

応
の
研
修
を
受
け
て
い
る
。

　

窓
口
で
は
、
複
数
で
の
対

応
を
指
導
し
て
お
り
、

弁
護
士
な
ど
の
第
三

者
機
関
に
相
談
も
で

き
る
。

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

相
談
員
へ
の
相
談
体

制
を
整
え
て
い
る
。

伊
藤　
条
例
制
定
に

よ
り
、
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
件

数
が
減
る
と
聞
く
が
、

考
え
て
い
る
か
。

副
町
長　
東
京
都
で

検
討
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。

　
国
や
都
、
県
内
自

は
、
６
２
０
万
円
と
試
算
さ
れ

る
。

伊
藤　
子
ど
も
の
医
療
費
を
国

よ
り
手
厚
く
支
援
し
て
い
る
自

治
体
に
課
し
て
い
た
国
民
健
康

保
険
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
今
年

度
か
ら
廃
止
さ
れ
た
。
子
育
て

世
帯
の
経
済
状
況
は
厳
し
さ
を

増
し
て
お
り
、
当
町
で
も
優
先

し
て
取
り
組
む
べ
き
施
策
だ
。

町
長　
子
ど
も
医
療
費
は
、１・

３
～
１
・
４
倍
増
え
て
い
る
。

「
異
次
元
の
子
育
て
支
援
」
を

唱
え
る
国
で
み
て
も
ら
い
た
い
。

　
長
野
市
や
松
本
市
で
５
０
０

円
の
負
担
の
廃
止
を
検
討
し
て

い
る
。
近
隣
で
何
も
し
な
い
と

い
う
訳
に
は
い
か
な
い
。

治
体
の
状
況
や
効
果
を
見
極
め

た
い
。

　
現
状
で
は
、
考
え
て
い
な
い
。

子
ど
も
の
医
療
費		

	

完
全
無
料
化
を

伊
藤　
今
年
度
か
ら
長
野

県
の
子
ど
も
の
医
療
費
支

援
の
対
象
が
小
学
３
年
生

か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
に

拡
大
さ
れ
た
。
県
内
で
は

窓
口
で
の
５
０
０
円
の
負

担
を
減
額
、
免
除
し
て
い

る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

保
健
福
祉
課
長　
早
期
発

見
、
早
期
治
療
は
大
事
だ

が
、
無
償
化
は
受
診
の
過

剰
に
つ
な
が
る
と
の
見
解

が
あ
る
。
町
の
財
政
負
担

カスタマーハラスメントへの
  対応は
副町長    対応マニュアル　     

  早急に考えたい 伊藤 まゆみ議員

▲�業務にあたる職員

カスタマーハラスメント
　顧客や取引先による従業員への暴
言、過剰な要求といった迷惑行為。
　精神疾患を発症したり、退職に追い
込まてる人が相次ぎ、社会問題化して
いる。
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6月11日6月11日
一般廃棄物最終処分場（エコパーク須坂）
説明者　長野広域連合事務局環境推進課係長　石坂 恒夫
視察の目的　 長野広域連合における一般廃棄物最終処分場について、現在の施設が満杯となった後の新た

な施設候補地に飯綱町町内が挙げられていることから、今後の議会活動に資するため、視察
を行った。

　・概要
　　敷地面積　約10.6ha
　　施設の種類　一般廃棄物最終処分場（オープン型）
　　埋立開始　令和３年２月
　　埋立面積　16,700㎡、埋立容量　85,000㎡
　　埋立物　溶融スラグ、飛灰処理物、溶融不適物
　　遮水工　 二重洒水シート、電気的漏水検知システム 

 　　　　　　（測定電極142個）

埋立地に降った雨が埋立物の中に浸み込んで出た水（浸出
水）が埋立地外に漏れ出ることなく、安全に浸出処理施設に送れる仕組について詳しく説明を受けた。

焼却施設（長野環境エネルギーセンター）
説明者　長野広域連合事務局環境推進課主査　松本 栄一
視察の目的　 最終処分場に一般廃棄物を搬出する当該施設について、その処理状況（焼却）を知る必要が

あることから視察を行った。
　・概要
　　敷地面積　40,676.03㎡
　　施　　設　工場棟、管理棟、煙突、焼却炉、灰熔融炉、発電設備、
　　稼働開始　2019年3月
　　処理方式　ストーカ焼却炉、電気式（プラズマ）灰熔融炉
　　処理能力　焼却炉　405t/日×３炉、灰熔融炉　22t/日×２炉
　　発電設備　蒸気タービン発電機（定格出力7,910kW）

５つのテーマを重視し、環境の情報発信の場として地域住民に信頼される施設を目指す。
  ・安心・安全な施設と運営
　2ｍの盛土と自動起動防水提による浸水対策
　耐震構造設計による地震対策
  ・環境への配慮及び貢献
　灰、スラグの有効利用による最終処分量の削減
  ・周辺環境との調和と環境教育への寄与
  ・事業の安全性
  ・地域への貢献

安定したごみの焼却処理だけでなく、発生した熱による高
効率発電や熱供給、焼却灰の資源化など資源の有効利用に
取り組んでいる。

▲�右手奥で搬入が進んでいる

▲�ゴミ投入ピットで使われてるクレーンのグラブ
の実物大模型

長野広域連合一般廃棄物最終処分場長野広域連合一般廃棄物最終処分場
	 及び同焼却施設視察	 及び同焼却施設視察
（福祉文教常任委員会視察）（福祉文教常任委員会視察）
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  ・ふるさと納税の寄付額の多さに驚きました。基金に積んでいることは大切だ
と思います。自然災害などに備えて、備蓄品の購入等に当ててもらいたいと
思います。

  ・広報「いいづな通信」との棲み分け（記事、資料、写真など）が方針・慣例
としてあるのかないのか存じませんが、うまくマッチングできている感じが
しています。

  ・各議員の質問回数を表にして欲しいとの要望に対して「自分で調べろ」との
回答はいかがなものでしょうか…見える化は大事です。

  ・ふるさと納税の寄付金は、一旦基金に積み、その後、支出に充てられます。
支出の内容については広報「いいづな通信」６月号に掲載されています。備
蓄品も重要と考えます。

  ・それぞれの立場で、報告・見える化を図り、町民の皆さんにお届けしています。

  ・議員活動の見える化として、一覧表を作成しました。これからも定期的に報
告していきたいと思います。

質問回数（今任期中 令和3年12月～令和6年6月）
氏名 回数

1 三ツ井 忠義 1
2 中井 寿一 11
3 小林 文廣 0
4 瀧野 良枝 7
5 渡邉 千賀雄（前半議長） 3
6 中島 和子 6
7 樋口 功 5
8 風間 行男 5

氏名 回数
9 目須田 修 1
10 石川 信雄 7
11 清水 滿 2
12 大川 憲明 1
13 伊藤 まゆみ 10
14 原田 幸長 4
15 青山 弘（後半議長） 2
� 議会白書より

モニターアンケートにお答えしますモニターアンケートにお答えします
 議会だより第74号（3月定例会） 
多くのモニターの皆さんから、声を寄せていただきありがとうございます。   
紙面の都合で全部報告できませんが、主な意見とそれへの回答・見解です。

■今号の内容や編集について（表紙・見出し・写真・紙面構成など）
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  ・予算書の見方について解説されていて勉強になりましたが、素人にはちょっ
と難しく感じました。

  ・予算書、決算書などは、数字が多くて難しく感じるかもしれませんが、関心
をもって読み解いてください。

  ・公民館図書館を１階にというのは初めて聞いたので、とても嬉しく感じた。
こういう有益な情報は嬉しい。

  ・町民会館図書室は、場所も狭く２階でした。改修と合わせて１階に移し、図
書室機能の充実を図っていきます。大いに利用してください。

■議会だよりを通じて欲しい情報は

  ・議員定数・報酬課題に取り組んでいる経過報告、他議会の状況報告をお願い
します。

  ・議会だより等でお知らせはしてきましたが、今後、町民懇談会を開催してい
きます。

  ・一般質問をする議員がもっと増えれば質問を通して町の課題、取組を住民も
知ることができるので、多くの議員が一般質問をすることを期待する。

  ・期待に応えるべく、取り組みます。

  ・今回の議会だよりモニター生の声の記事、とても共感しました。もっと多く
の方にモニターとして参加していただくのも議会に関心を持ってもらうよい
機会だと思います。

  ・約50人の方にモニターになってもらっています。任期は２年で各議員がお願
いしています。

  ・議員の方々の質問によって、あまり考えてもいなかったことを知ることが多々
あり、とても参考になります。これからもよろしくお願いします。

  ・一般質問等で、行政を質すことは、議員の大事な仕事のひとつだと思います。
皆さんからの意見や要望もお寄せください。
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あの時の
あの質問

どうなった??

～令和5年9月・12月定例会一般質問答弁の進捗状況から～

ＱＱ   期日前投票の投票所を増やす考え方はないか。

ＡＡ   選挙管理委員会の中で期日前投票所の複数設置について研究していく。

⬇
複数設置や移動支援、移動期日前投票所など、より投票率アップのための最
善策を選挙管理委員会で研究していく。

ＱＱ   牟礼駅に19時10分以後に到着した場合、バスやタクシーな
ど公共交通手段がない。対策は。

ＡＡ   ｉバスの利用形態をフルデマンド化に移行して利便性を確
保することや、夜間等におけるタクシーの確保など検討する。

⬇
6年度中にｉバス運行のフルデマンド化に向けた実証実験運
行を実施するとともに、夜間のタクシー運航体制の確保に
努める。

ＱＱ   奨学金返還支援制度は。

ＡＡ   地域の活性化、そして若者人口の増等につながる政策であることから、 
前向きに検討する。

⬇
飯綱町若者UIJターン者等奨学金返還支援補助金を創設した。

対応

対応

対応

ＱＱ   ふるさと振興公社の経営について、赤字が続く体質の改善を。

ＡＡ   現場職員との打ち合わせを重ね、経営改善に向けて取り組んでい
く。

⬇
業務改善を行う中で、ふるさと納税、加工所、直売所、ネット販売
部門での営業が改善されたことにより、公社全体での営業成績は黒
字化が望める状況となっている。今後は、赤字部門の改善に注力し、
累積の赤字解消に向け取り組んでいく。

対応

▲�投票には必ず行きましょう

▲�希望をもって勉学に。将来は町へ！

▲�鉄道は残したい（牟礼駅）

▲好評なりんご（直売所さんちゃん）
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ＱＱ   有機農産物、有機
栽 培 米、JAS 認
証について。

ＡＡ   みどりの食料シス
テム戦略推進交付
金を活用し、有機
農産物の栽培、消
費拡大を図ってい
きたい。

⬇
令和6年4月に飯綱町有機農業実施計画を策定し「オーガニックビレッジ宣言」を行った。今後、この計画
に基づき取り組み面積の拡大と地域内消費の拡大等を図っていく。

ＱＱ   部活地域移行の進捗状況は。

ＡＡ   国で示しているスケジュールに沿って進めていきたい、必要に
応じて近隣市町村と連携調整を図り移行を進めていきたい。

⬇
各種団体と協議を行い、調整中。令和7年度中に休日の活動移行。

ＱＱ   各種イベントの安全をどう考えるか。レスキューボートの修繕について。

ＡＡ   レスキューボートについて、B&G財団の補助事業等について助成を活用
しながら計画的に更新を行って参りたい。

⬇
B&G補助事業等調整後更新済み。

ＱＱ   地域医療を守り、拡充を図るような施策を考えているか。

ＡＡ   持続可能な地域医療提供体制を確保するため飯綱病院経営
強化プランの策定に取り組んでいます。広報等で病院を知っ
てもらえるよう努力していきます。       
    ・2月13日議会全員協議会で伊藤院長より策定方針の説明。   
    ・4月23日飯綱病院経営強化プラン(案)を議会全員協議会で説明。 
    ・令和6年5月広報の特集で「持続可能な地域医療を目指して」を掲載。

⬇
  ・ 計画の確実な実施と増収対策のためのコンサル業務を開
始(令和6年4月～ )。
  ・ コンサル事業者と院内の情報共有、役割分担を明確にするため部署長参加によるキックオフの開催 
（5月27日）。

対応

▲�エンジン付きゴムボート配備

▲�「飯綱病院経営強化プラン」策定
対応

対応

対応

▲�部活の地域移行の議論は、今年から本
格化

出典�：�農林水産省Webより
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他
匿
名
希
望
5
名

新
た
に
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
45
名

　
第
９
次
の
モ
ニ
タ
ー
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
２
０
２
４
年
８
月
か
ら
２
０
２
６
年
７
月
ま
で
で
す
。

　
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
議
会
だ
よ
り
に
活
か
す
ほ
か
、

議
会
だ
よ
り
で
お
答
え
し
た
り
、
議
会
で
の
政
策
提
言
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　２年間モニターを務めていただきありがとうございました。今回は、モニターに関してい
ただいたご意見を載せます。

    ・ 議会広報モニターを務めさせていただき、議会報を読むきっかけとなりました。議会報の
中でも、モニターアンケートの回答ページは、毎回気になる項目の一つでした。

    ・ これまでの取り組みを継続してください。        
実用的な意見などあまり出せずに恐縮でしたが、ほぼ全ページしっかり読み通すようにな
り、とても参考になりました。乱筆乱文にて申し訳ありません。

    ・ 議会だよりのモニターについて提案         
特定した人に議会だよりの意見を募るのではなく、町民全体から意見をとるのがいいと思
います。議会に対して、町民全体から常に意見をとるほうが町民全体での関心も高まると
同時に、幅広い意見がでるかと思います。

議会だよりモニターお疲れ様でした議会だよりモニターお疲れ様でした
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新しい町づくりへ  私の提案
第35回

出
生
率
の
低
下
、
少
子
化
な
ど
日
本
の
未

来
に
対
し
悲
観
的
な
課
題
が
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
課
題
に
対
し
、
児
童
手
当
な
ど
様
々
な

少
子
化
対
策
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

残
念
な
事
に
人
口
減
少
の
流
れ
に
は
抗
え
ず
、

こ
れ
か
ら
は
ど
う
対
処
し
て
い
く
か
が
喫
緊

の
課
題
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

大
き
な
事
象
は
国
家
レ
ベ
ル
の
課
題
で
あ
り
、

私
達
が
で
き
る
こ
と
は
選
挙
で
民
意
を
示
す

こ
と
し
か
現
状
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
事
で
す
が
、
昨
年
度
ま
で
地
区
育
成
会

執
行
部
の
一
員
と
し
て
活
動
し
て
参
り
ま
し

た
。
幸
い
に
も
私
の
住
む
地
区
は
、
地
域
で
子

育
て
を
と
い
う
空
気
が
成
熟
し
て
お
り
、
各

事
業
の
活
動
に
多
く
の
協
力
、
ご
理
解
を
い

た
だ
き
活
動
で
き
ま
し
た
。

【
地
域
で
子
育
て
を
】
が
根
付
く
地
域
で
は
、

出
生
率
は
基
よ
り
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
、
移
住
者

も
高
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

私
は
大
き
な
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
地

域
で
子
育
て
を
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
は

で
き
ま
す
。

飯
綱
町
全
体
が
そ
の
よ
う
な
空
気
を
作
り

出
せ
た
ら
、
よ
り
発
展
で
き
る
と
確
信
し
て

お
り
ま
す
。

私
は
飯
綱
町
で
の
生
活
が
５
年
目
に
な
り

ま
し
た
。
移
住
し
て
か
ら
新
し
く
オ
ー
プ
ン

し
た
飲
食
店
も
多
く
、
年
々
活
気
づ
い
て
い

く
の
を
感
じ
て
い
ま
す
。
観
光
や
飲
食
店
な

ど
町
外
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
も
の

が
多
く
、
生
活
レ
ベ
ル
で
見
つ
め
る
と
不
便

な
点
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
２
点
ほ
ど

不
躾
で
す
が
意
見
を
記
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。１

点
目
は
、
暗
い
こ
と
で
す
。
夜
間
に
出
歩

く
こ
と
は
基
本
的
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
外
灯

が
少
な
く
運
転
し
て
い
て
歩
行
者
に
気
が
付

か
な
い
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
高

岡
地
区
は
特
に
そ
の
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。

２
点
目
は
ス
ー
パ
ー
の
規
模
が
小
さ
い
点

で
す
。
長
野
市
や
中
野
市
の
ス
ー
パ
ー
で
買

い
物
を
し
て
い
る
と
い
う
話
を
よ
く
耳
に
し

ま
す
。
実
際
、
私
も
そ
の
一
人
で
す
。
長
野
市

に
あ
る
よ
う
な
ス
ー
パ
ー
が
１
店
舗
で
も
飯

綱
町
に
で
き
れ
ば
大
き
な
変
革
に
な
る
と
考

え
ま
す
。
以
上
を
も
っ
て
私
の
意
見
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

新しい町づくりへ
私の提案

佐竹 淳史 さん
（野村上）

 様々な人に飯綱町
へ来てもらうには

清水 元樹 さん
（倉井）

私
は
飯
綱
町
の
移
住
者
が
も
っ
と
増
え
る

に
は
、
様
々
な
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
や
、

お
試
し
に
一
度
ど
の
よ
う
な
理
由
で
も
足
を

運
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

な
の
で
、
ま
ず
、
観
光
や
移
住
を
考
え
て

い
る
方
以
外
に
も
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

の
誘
致
、
ま
た
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を

行
え
る
場
所
を
作
る
な
ど
を
し
て
、
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
を
行
い
、
そ
れ
以
外
の
時
間
に
飯

綱
町
の
事
を
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
こ
か
ら
飯

綱
町
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
移
住
な
ど

を
考
え
て
も
ら
え
た
ら
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
町
内
の
人

と
協
力
し
、
外
か
ら
人
を
呼
べ
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を
行
っ
た
り
し
て
、
飯
綱
町
を

知
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

地域で子育てを

山崎 雄一 さん
（平出）

（19）長野県　飯綱町議会だより

町
民
の
声



か
。
ど
の
よ
う
な
糸
口
を
見
つ

け
、
解
決
し
、
そ
し
て
切
り
開

い
て
い
く
の
か
と
い
う
過
程
も

垣
間
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
紙
・
内
容
・
問
題
点
、
今

後
の
議
会
へ
の
希
望
な
ど
を
毎

号
、
詳
細
に
意
見
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
と
、
各
モ
ニ

タ
ー
の
方
々
の
意
見
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
通
し
、
よ
り
良
い

議
会
だ
よ
り
に
な
る
よ
う
誠
意

取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
制
作
す
る
、
発
信
す
る
側
に

立
つ
と
、
な
か
な
か
思
う
よ
う

に
表
現
で
き
な
い
も
の
だ
と
推

測
し
ま
す
。
希
望
を
お
伝
え
す

る
と
す
れ
ば
、
も
う
少
し
町
民

の
活
動
に
つ
い
て
興
味
を
持
ち
、

取
材
し
町
民
の
代
表
者
と
し
て

の
ス
タ
ン
ス
で
、
温
か
く
伝
え
、

一
緒
に
考
え
る
、
現
地
調
査
報

告
の
よ
う
な
ペ
ー
ジ
が
も
っ
と

あ
る
と
素
敵
だ
な
と
思
い
ま
す
。

一
般
質
問
の
質
疑
応
答
と
リ
ン

ク
し
た
内
容
づ
く
り
も
必
要
で

は
と
考
え
ま
す
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
と
い
う
ツ

ー
ル
を
紙
媒
体
だ
け
で
な
く
動

画
な
ど
も
多
様
し
、
一
方
通
行

に
な
ら
な
い
よ
う
、
こ
れ
か
ら

の
制
作
・
発
行
に
期
待
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。

　
２
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
年
間
の「
議
会
だ
よ
り

モ
ニ
タ
ー
」を
終
え
て

　
〝
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
〟

と
い
う
形
で
「
議
会
だ
よ
り
」

に
積
極
的
に
携
わ
れ
る
機
会
を

い
た
だ
け
た
こ
と
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　
飯
綱
町
と
し
て
、
今
、
何
に

つ
い
て
考
え
ね
ば
い
け
な
い
の

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー

生
の
声

生
の
声		

㊱㊱

■９月定例会予定
9月2日～9月24日（23日間）
一般質問
9月5日（木）・9月6日（金）
常任委員会
9月9日（月）・9月10日（火）

編集委員編集委員
　　発　行　人　　青山 弘
　　委　員　長　　石川 信雄
　　副 委 員 長　　中井 寿一
　　委　　　員　　三ツ井 忠義
　　委　　　員　　小林 文廣
　　委　　　員　　渡邉 千賀雄
　　委　　　員　　伊藤 まゆみ

■ 講 演 会
　日　　時　　8月17日（土）　午後2時から
　会　　場　　飯綱中学校　講堂
　内　　容　　適正な議員定数・報酬を考える際の留意点
■ 住民懇談会

開催日 開催時間 会　　　場

8月18日（日） 10：00～11：30 野村上公民館
14：00～15：30 上村コミュニティーセンター

8月24日（土） 10：00～11：30 普光寺公民館
14：00～15：30 赤東コミュニティー消防センター

8月25日（日） 10：00～11：30 町民会館　和室
14：00～15：30 芋川防災センター

8月31日（土） 10：00～11：30 倉井コミュニティー消防センター
ご参加は、ご都合の良い会場へお出掛けください。 講演会�講師

大正大学�教授　江藤�俊昭氏

飯綱町議会　議員定数・報酬に関する講演会
� 及び住民懇談会の開催について

編
集
後
記

編
集
後
記

　

今
年
は
終
戦
か
ら
79
年
。
飯
綱
町
戦

没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
遺
族

会
を
支
え
る
方
々
は
代
替
わ
り
し
て
い

ま
す
。
世
界
か
ら
も
戦
禍
を
伝
え
ら
れ

る
毎
日
で
す
。

　

家
族
で
平
和
に
つ
い
て
語
り
合
う
機

会
が
持
て
る
と
良
い
で
す
ね
。	

	
	

　
（
ま
）
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